









































機関誌「広島大学保健学ジャーナル」は、年間２回（No. １, ２）発刊し、No. 1には
教官の原著を中心に、又、No．２には教官、大学院学生の原著と各研究室の紹介を中
心として掲載する予定である。
機関誌に限らず、一般に雑誌というものは、その創刊は比較的容易であるが、それ
を継続してゆくことは非常に困難であるといわれる。
私は、来年（平成14年）３月、定年退官する身ではあるが、保健学科創設時から機
関誌発刊を主張してきた一人として、今回、「広島大学保健学ジャーナル」の創刊に携
わり、教官全員の協力を得てやっと保健学科の機関誌：「広島大学保健学ジャーナル」
（第一巻、１号）を発刊するところまできた。これまで長い道のりであったが、感慨一
入である。この創刊号と、これから発刊される機関誌を読まれた方々には忌憚のない
ご批判とご指導を賜わり、できる限り質の高い機関誌としたいものである。
平成14年度からは、新編集委員が引き続いて第２巻以後を発刊する予定であるが、
これを起点に保健学科の機関誌「広島大学保健学ジャーナル」が、全国に誇れる雑誌
に成長してゆくことを心から念ずる次第である。
平成13年９月 研究室にて
